
 

■第１回ワークショップで出された意見のまとめ

１．「こんな使い方」 

（１）子どもの遊び 

 色んな遊びができる（走り回る・つくる・読む） 

体を大きく動かす遊び 

 子どもが目一杯遊べる 

 家ではできないダイナミックな活動ができる 

 チャレンジ遊びができる 

 全身を使う遊び（ゆれる・登る・隠れる・回る等） 

 落ちても安全な吊り橋 

 立体感（登るのが好き／もちろん安全には気をつけて） 

 空間を有意義に使える立体的な遊具（再掲） 

 ひたすらボタンを押す遊具（エレベーターのようなボタン） 

おもちゃ遊び 

 おもちゃがたくさんある 

 おもちゃのお試しができる 

（ここで気に入ったおもちゃを後で購入する） 

 つかまり立ちの高さのおもちゃ 

 ボードゲーム 

 片付けが楽しくなるようなしかけ 

 おもちゃの量が多すぎるのは心配 

つくる遊び・読む遊び等 

 工作室・音楽ルーム、調理室、読書コーナー 

 工作、音楽等（特別な道具等が必要になるもの） 

 絵の具でダイナミックに！ 

 絵の具などで汚れたとき思いっきり全身洗いたい 

 食育活動（簡単なおやつ作り（親子で）、離乳食づくり（親）） 

 絵本（、まんが）を落ち着いて読める 

 （好きな本を読むだけでなく）子育て関連の情報が手に入る本 

 科学館的な映像系のもの 

 

 （２）イベント 

 「イベントをやっている」 

同じ仲間と会えるイベント（○○の日） 

 0 歳児の日、1 歳児の日 

 双子の日 

 パパと子のイベント 

 「○○の日」はとても良い（色々展開できそう） 

季節のお楽しみイベント 

 季節ごとのイベント 

 四季や行事を感じられるイベント 

ためになる話が聞けるイベント（○○教室） 

 0 歳児の日、1 歳児の日（再掲） 

（先輩ママに来てもらってアドバイスがもらえる） 

 専門家の方に相談できる、専門家と交流できる 

 保育所や幼稚園の先生と話せる 

 食育活動、離乳食教室をみらいくでやってみては？ 

 家庭生活も含めた安全指導（SNS の正しい活用等） 

外遊びイベント 

 外遊び 

 キャンプ 

 実践大の芝生で遊ぶ、実践大の芝生を使う 

 中央公園でパパキャンプ 

 

 （３）その他の使い方 

情報・相談 

 気軽に相談できる 

 専門家の方に相談できる、専門家と交流できる【再掲】 

 保育所や幼稚園の先生と話せる【再掲】 

 エールと連携してくれたらいいな 

 専門家でない人からの的確でないアドバイス（は問題） 

 LINE も電話も OK というハード（人や時間を集約するような）

にとらわれないアイディアが良い 

 顔をあわせて→LINE でコミュニケーションもありがたい 

 子育て関連の情報が手に入る本（がある）【再掲】 

 育児の裏技やレシピ等の情報発信 

リユース・配布 

 リユース 

 子ども用品のリユースコーナー「どうぞのいす」 

 「どうぞのいす」方式は素敵だし環境にも優しい 

 フードパントリー（食品ロス、貧困等の悩みを持つ人をつなげる） 

販売 

 ミニショップの開催 

（ママたちの作品、学生の作品、地域商店の協賛、中高生の参加） 

 お買い物ができる 

授乳・離乳食 

 寝落ちできる授乳室（ゆったり） 

 ソファーベッドが欲しい 

（いすだけだと抱っこひもの子を降ろすのが大変） 

 食事がつくれる／食事が食べられる 

 離乳食自販機 

 とろみの有無を選べる自動販売機（高齢者も障がい者も飲める） 

 

保護者の居場所・休憩 

 お茶できる 

 カフェを楽しみながら読書、勉強、おしゃべりできる 

 子どもを見ながら親も自分のしたいことができる 

 こじんまりとした少人数で話せるスペース 

 「おひさまテラス」のような場所 

 親が休めるソファ 

 コーヒーを頼むと託児できるサービス 

 パパの居場所 

保護者同士の交流 

 親同士で話ができる、保護者同士が団らんできる場 

 母同士の交流 

 他の保護者と仲良くなれるイベントなどがある 

 友達が増える（縦横斜め）場所 

多世代の交流 

 色んな世代での利用、交流 

 お年寄りとの交流（育児相談、一緒に遊ぶ） 

 中高生と乳幼児との交流「命の勉強」 

 （兄弟でひろばに来た）上の子の相手を中高生がすると

いうのはどうか 

 イベントだけでなく常に交流できる 

親の作業 

 コワーキングスペース 

 アトリエスペース 

 

２．「こんな雰囲気」 

安全・安心 

 安全な場所 

 保護者が安心できる、安心して子を放てる 

 向こうまで目が届く 

 安全に体を動かせる 

 つかまり立ちで後ろに転んでも痛くない 

 床の素材が柔らかい、ふわふわな床、柔ら

かい床や壁、暖かく柔らかい床 

 転んでも痛くない床があるオープンテラス

のような場所 

 段差等がない 

 清潔な床（汚れにくく掃除しやすい） 

魅力・吸引力 

 他の市の人に自慢できる 

 シンボルになるもの 

 インパクト・印象が残る遊具、おもちゃ 

 大きいもの（遊具、X’mas ツリー…） 

 「みらいく」ならではのもの 

 若い人が来やすいお洒落な内装 

 日野市の魅力を感じる空間 

 

居心地・温もり 

 明るい雰囲気、明るい 

 暖かい雰囲気 

 自然光を取り入れる 

 木材、木質だけどカラフル 

 曲線 

 開放感 

 四季を感じられる、季節を感じる 

 光の調整（感覚過敏の子への配慮は） 

 

利用しやすさ（アクセシビリティ） 

 気軽に来ることができる場所 

 初めてて来る人にウェルカムな気持ちが伝わ

る、ウェルカム感を感じられる 

 入りやすい入口 

 寝たきりの子（大人も）がストレッチャー

でも入れると嬉しい 

 多胎・障害の子の移動手段の確保 

 車いすの乗降がしやすい駐車スペース 

 車いすの子が後ろから降りられるスペー

ス（周りにスペースがないとひかれそうに

なって危ない） 

インクルーシブ 

 誰でも来られる、インクルーシブ 

 障害の有無に関わらず気軽に行ける 

 障害のある方も気軽に利用できる 

 障害のある子・ない子が一緒に遊べる 

 車いすの子ども 

 寝たきりの子（大人も）がストレッチャーで

も入れる【再掲】 

 光の調整（感覚過敏の子への配慮は）【再掲】 

 「誰でも」と「安全安心」の両立は難しい 

有効活用 

 空間を有意義に使える立体的な遊具 

 空間を変えられる可動式の床（や仕切り） 

 （通年の遊具だけでなく）期間限定の遊具 

 壁の有効活用 

 壁も遊び場 

 マグネット歯車 

 壁に落書き（落書きできる素材） 

 壁を使った情報発信 

 育児の裏技やレシピ等の情報発信【再掲】 

３．その他ソフト面に関するご意見 

運営体制 

 （安全確保のため）見守る職員、スタッフの人数確保 

 ファミサポとの連携・コーディネート 

 利用する人がお客さんにならない 

 手伝いたい市民も来られる 

 「手伝いたい市民も来られる」は「役割がある」という視点でも良い 

その他の提案 

 かわいい愛称があった方が良い 

 ポイントカード 

 夜 7：00 頃までやっていると良い 

  

 似た意見をまとめて「こんな使い方」＞「子どもの遊び場」＞「体を大きく動かす遊び」などの分類を行いました 

 方向性に関する意見を「●」で、その内容を具体化したような意見を「 」で表示しています 

 同じ内容だと思われる意見は１つの「●」の後に並べて表示しています 

 ワーク②で「良いな」の付箋（追加のアイディア以外）がついた意見を太字で表示しています 




